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公益財団法人 印旛沼環境基金 印旛沼シンポジウム 

「印旛沼を楽しもう」 
—印旛沼の これから—

10 月 9 日（日）に公益財団法人印旛沼環境基金の主催で、「印旛沼を楽しもう～印旛沼のこれから～」

と題したシンポジウムを開催いたします。 

シンポジウムといっても、主に参加の皆さんで、これからの印旛沼について、どうしよう・こうした

い‥・などなどワークショップ形式でわいわい議論しようとするものです。 

 ワークショップに先立ち、印旛沼探検隊の大場さん、まるごといんばぬまプロジェクトの浜田さん及

び手賀沼や多摩川で御活躍の方々をパネリストにお招きし、日ごろの活動や今後の抱負などのお話を 

伺ったうえで、印旛沼のこれからを考えたいと思っています。 

 環境パートナーシップちばでは、本シン

ポジウムの企画・運営を担当し、主催者であ

る印旛沼環境基金と連携して、シンポジウム

の成功に向けてがんばっています。 

ただ、お話を聴くだけのシンポジウムでは

なく、思っていることを出し合って、みんな

で印旛沼を楽しめるように、印旛沼からいろ

いろな恵みをいただけるように、これからの

印旛沼について、一緒に考えていきましょう。  

お知り合いの方もお誘いのうえ、是非ご参

加ください。 

 

【概 要】  

・日時： 2022 年 10 月 9 日（日） 13：00～15：30  

・会場： ウィシュトンホテルユーカリ（京成ユーカリが丘駅北口直結）5 階  

 （リアル会場のみの開催です）  

・定員： 100 名（申込先着順）  

・参加費： 無料  

【内 容】  

・4 名のパネリストによる活動紹介  

・グループに分かれて、印旛沼のこれからについて意見交換  

・（印旛沼流域で活動している）団体のポスターによる活動紹介  

【申込方法】  

・申し込み受付: 定員に達する日まで  

・方法： entry@kanpachiba.com  (環境パートナーシップちばシンポジウム申込窓口）に、 

件名「印旛沼シンポジウム申込」  

メール本文に 氏名・住所・連絡先電話番号・（もしよければ、所属団体名）を 

ご記入の上、お申し込みください。  

・申込に関するお問い合わせ： 

        090-8116-4633 （環境パートナーシップちば）

第１４７号 

特定非営利活動法人  

   環境パートナーシップちば 

℡：090-8116-4633 

E-mail：info@kanpachiba.com 

https://kanpachiba.com/ 



2             「環境パートナーシップちば」だより 第１４７号   令和４年９月３０日発行 

SDGs・ESD をひろげるための”ちば“拠点づくり事業  

第 2 回拠点づくり会議を開催しました 
日 時：9 月 6 日（火）19：15～20：55  

場 所：オンライン   

参加者：全員:20 名 

ファシリテーター：石井雅章氏 神田外語大学グローバル・リベラルアーツ学部 教授 

主 催：NPO 法人環境パートナーシップちば 

内 容： 
19:15 開会 開催趣旨のおさらい・本日の内容 

19:20 7/3 のふりかえり 

（フォーラムアンケートを活用） 

19:30 グループワークⅠ 

テーマ：どんな地域でありたいか・ 

こんな地域になれたらいいな 

20:00 ★全体共有（グループ報告） 

20:15 グループワークⅡ 

テーマ：協力・連携すれば出来ること。 

自分たちで出来ること。 

どんなアクションがありうるか  

（グループワーク）のアイディア出し。 

20:30 ★全体共有（グループ報告） 

20:45 まとめ  

20:55 閉会 

完全オンラインで、しかも夜の会議となり、会

議時間は 100 分としました。 

 

 ２回のグループワーク（GW）は、４グループ

の同じメンバーで展開しました。 

 GWⅠでは、子どもが幸せな社会。水辺に親し

める地域。人を思いあえる社会。地域が持ってい

るものを活かせる社会。など、地域の具体的な視

点や人間社会での課題なども踏まえての意見があ

りました。 

GWⅡの、連携すれば出来るアイディア出しで

は、世代を超えて共感する場を設ける。企業のゼ

ロミッションを行政・民とつなぐ。SDGs に取り

組む大学とつながる。人材を見つけるには､地域の

祭りなどからでも知ることが出来る。異世代を取

り込み一緒にやれるもの→食・暮らしの視点を入

れる。などがありました。 

石井氏からは､協力・私たちが出来る具体的な連

携を見つけ出すことがポイントとのこと。 

 次回（第３回）では、ありたい地域を実現する

ための具体的なアイディアを考えます。    

          （文責：桑波田 和子）

エコメッセ 2022 in ちば 

3 年振りの会場開催決定・参加者募集中 
エコメッセちば実行委員 谷合哲行 

エコメッセ 2022 in ちばは 2022 年 10 月 

22 日(土)10:00 からエコメッセちばのホーム 

ページ上でオンライン開催が、23 日(日)10:00 

から幕張メッセ国際会議場コンベンションホール

にて会場開催が行われることになりました。今年

は SDGs の５つのＰの分野の中の People (人

間) に着目して、“笑顔のバトンをつなげよう”を

テーマに開催準備を進めています。出展団体の活

動紹介動画を１年間にわたって紹介するオンライ

ン出展に 32 団体、会場にブースを出展して活動

紹介をする会場出展に 50 団体が参加されます。 

３年振りの会場開催では、コロナの感染対策と

して事前に参加申し込みをしていただきます。

10:00 から 11:50 まで、12:05 から 13:55 ま

で、14:10 から 16:00 までの ３つの時間帯にそ

れぞれ 400 人の人数制限も設けた、完全入れ替え

制で運営されます。 

10 月 23 日(日)の幕張メッセ国際会議場２階で

同日開催される企画としては、学生団体おりがみ

と実行委員会が共催する“わくわく川すごろく”

と“かけ橋ラリー”の ２つの企画があり、小学生

を対象として体験しながら学べる企画が計画され

ています。一方、団体オラガと NPO 法人 Global 

Board、エコメッセちば実行委員会が共催する”

親子で学ぶ! SDGs 映画会場開催”では、映画「プ

ラスチックの海」の上映会を通じて子供から大人

まで一緒に海洋プラスチック問題について考えま

す。参加を希望される方は、企画ごとに申し込み

フォームが設定されていますので、それぞれの申

込みフォームより、事前参加登録をお願いします。 

環境パートナーシップちばでも同日・同会場で

「SDGs ちばユース活動発表会」を計画していま

す。詳細は 3 ページをご覧ください。 

10 月 23 日の幕張メッセ国際会議場で多くの

皆さんとお会いできることを楽しみにしています。 
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夏休みユースボランティア体験活動実施報告 
2022 年ユース活動発表会プロジェクトは、地

域で活動している団体さんにボランティア、受け

入れ団体になってくださいというお願いから始め

ました。そして 17 のユースボランティア体験活

動メニューができ、チラシを県内高校・大学に送

り、「校舎に掲示」をお願いしました。 

こうして 7 月には募集も始められましたが、12

メニューに 61 名の参加申し込みがありました。

ただし、台風の影響や熱中症アラートが出て中止

にしたのが４団体あって、と新たな課題がありま

した。 

 地域の団体が増えたこと、募集を Web フォーム

で行なったことから、メールでのお知らせがス 

ムーズにいくようになりましたが、さらに連絡に

LINE を活用する方法を検討しなければと考えて

います。ユースは、ホームページをわざわざ見に

行かない、メールや Facebook などを使わないと

いうことも、課題としてわかってきたからです。  

 今後は、ユースをつなぐ人として、環パちばの

中にユーススタッフが必要と考えています。 

 今企画しているのは、エコメッセちば 10 月 23

日（日）の幕張メッセの会場で「ユース活動発表

会」をリアルで実施することです。 

ユースにバトンを渡すことができるよう頑張り

たいと思います。     （文責：横山 清美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユース活動発表会 in エコメッセちば 

 

日 時：10 月 23 日（日）１3：3０〜１5：３０       

会 場：エコメッセ 2022 in ちば（幕張メッセ国際会議場 2 階）202 室（定員 20 名）＆Zoom 

対 象：内容に興味ある方（事前申し込み必須） 

内 容： 

＊「ユースへのメッセージ」 

（一社） Change Our Next Decade 代表 矢動丸琴子さんから 

 ＊ ユースボランティア体験活動に参加して 

     「いすみライフスタイル研究所」の活動から 

     「シェア里山〜ヤマナハウス」の体験から  

     「亀成川を愛する会」の活動から 

     「浦安三番瀬を大切にする会」の活動から 

＊ セッション 全員参加の交流 

主 催：NPO 法人環境パートナーシップちば 

申 込：メールで「お名前・緊急の連絡が取れる電話番号・お住まいの市区町村名・会場か Zoom」を 

ユース事務局 youth@kanpachiba.com      まで、10 月１８日（火）締切 

     

お問い合わせ  

「SDGs・ESDをひろげるための“ちば”拠点づくり事業」ユース事務局 (NPO環パちば） 

e-mail: youth@kanpachiba.com   電話：090-8116-4633  https://kanpachiba.com/ 

（一社）Change Our Next Decade 

「独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受けて開催」 
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会員の皆様へ 定例会を開催しました！
 昨年度から年 3 回行っている会員交流の定例会

の、今年度第 1 回目を 9 月 8 日にオンラインで開

催いたしました。今回 20 名の参加をいただき、

斎藤清さんと萩原耕作さんのお二人にそれぞれご

自身の活動から話題提供していただきました。 

 斎藤さんからは、「東京湾の三番瀬の魅力」とし

て船橋での活動をご紹介いただきました。三番瀬

の美しい風景の写真を見ながら、沿岸の植物が豊

かに繁茂している様子や、プランクトン、ベント

スや魚、渡り鳥など生き物の写真だけでもかなり

の癒し効果！実際に三番瀬で観察できたらと、想

像が膨らみました。斎藤さんから「コアマモの群

落が見つかって嬉しかった。よく見ると、湧水が

流れていた」「生物が豊かになっていた。こういう

のが広がると、豊かな海になるのでは」と話があ

りました。紹介時間の 20 分はあっという間で三

番瀬の課題である「シギやチドリなどの生き物の

減少について」「青潮」「沿岸の埋め立て」などは

時間が足りず、もっともっと話をお聞きしたい！

と思いました。参加された会員さんから三番瀬の

歴史的体験をお話されるなど、とても盛り上がり

ました。 

 萩原さんからは、キウイの果樹園での援農で気

づいた「もったいない」をテーマにお話しいただ

きました。萩原さんがおっしゃるには、「廃棄され

てしまう完熟キウイは比べ物にならないほど美味

しい！」のだそうです。そして流通の中で「規格

外」も合わせると、なんと生産量の約 1 割もの果

実が廃棄されているとのことでした。ブランド化

して売り出されている「訳あり野菜」もあります

が、そう簡単なことではなく、それは本当に  

「もったいない」ことだと思います。おいしい訳

あり完熟キウイを食べてみたい！ 

次回の定例会では、萩原さんから美味しい「訳

あり完熟キウイ」をご提供いただき、活用を考え

てみませんか？そのおいしさを味わうチャンスで

す！次回開催は、詳細は、メルマガでご案内しま

す。多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

（文責：交流会担当／廣田 由紀江） 

夏休み親子印旛沼環境教室 
２０２２年８月２４日（水）佐倉ふるさと広場・佐蘭花・印旛沼 で実施 

新型コロナに振り回され延期を繰り返してきま

したが、ようやく「夏休み親子印旛沼環境教室」

の開催が実現しました。当日は薄曇りで、比較的

過ごしやすい気候の中、小学２年生から大人まで

の７名を迎えることができました。 

「印旛沼の水源はどこか？」という質問がス 

タートでした。実は私も知りませんでした。湧き

水や利根川から、と思いがちですが、印旛沼周囲

の地域に降った雨が水源となり、沼に入り込む。

その地域を流域という。だから、その流域の人た

ちの営みが印旛沼の環境や水質に直に影響する。

生活排水だけでなく、庭や植木にまく除草剤や防

虫剤、農薬、車からの排ガスなど、私たち人間の、

普段のなにげない活動から、実は様々な水を汚す

原因が出ている。「知らなかった」が共通の感想で

した。 

次に２隻の船に分かれ、約３０分の船上観察で

す。水上の風は気持ちよく、白いサギ、黒いカワ

ウ、大きなハクレンが見えました。工業用、飲料

用の取水口にも近寄って見ることができました。 

部屋に戻ってのワークショップでは、印旛沼の水

の透視度を見て数値化したり、水の汚れ具合を測

るパックテスト、顕微鏡でプランクトンの観察を

しました。特殊な実験用具や試験薬を体験できる

のも、環パの環境教室の醍醐味です。 

ストーリーに沿って、水にいろいろなものを入

れて、水が汚れていく様を観察するプログラム「だ

れが水を汚したの？」も、参加者の心に響きまし

た。ちょっとした行動が、あっという間に水を汚

していく。その様子に「ぞっとした」という率直

な感想もでました。 

少人数ながら「知識と五感でわかる」ことができ

た環境教室になりました。  （文責：中村 明子） 

 
＜このイベントは、令和 4 年度印旛沼環境基金助成事業として実施しました。＞ 
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千葉市の公民館で「夏休み講座」 
 今年の夏は、ここ数年と違ってイベントも多 

かったのではないでしょうか。環パも昨年より多

い５つの公民館からお声がかかりました。当初予

定していたスタッフは４名。そのうち２名が急遽

関われなくなったため、小倉、廣田、重の３名で

対応しました。 

まずはじめは、７月 27 日、千葉市緑が丘公民

館での「ホタテ貝のデコパージュ」でした。千葉

県でホタテ貝、関係なさそうですが「森・川・海

と、つながっているんだよ！」というメッセージ

が込められています。豊かな森では生き物への栄

養が作られ、その栄養を川が海に運び魚や貝がお

いしくなる循環のお話の後、食べた後の貝殻をデ

コパージュで変身させるプログラムです。ホタテ

貝はこちらでも用意していましたが、何人かの子

たちは家から持参して複数作る子もいました。 

翌日７月 29 日は、越智公民館で「廃食油から

作るエコキャンドル」でした。12 人の参加者は、

小学校低学年から高学年まで幅広く、中でも６年

生４人のグループが楽しそうでした。一番いろい

ろなことが出来る学年で活動の制約が多かったこ

とを想像すると、良い夏の思い出の一つになって

くれたのではないでしょうか。揚げ物に使った油

をそれぞれ持参し、リサイクルについても学びま

した。 

８月２日、生浜公民館で「裂き織り（エコ織り）

でコースター作り」を行いました。自宅にあるハ

ギレや小さくなった衣類をリボン状に切って横糸

にし、手織りでコースターを作るというプログラ

ムです。仕組みを理解すれば簡単なのですが、わ

かるまでが苦労します。２段くらい織るとコツが

つかめている様子でした。プログラムに合わせて

重さんがハギレやリボンを差し入れてくれたので、

さらに材料が豊富になり、自分で持ってきた布と

合わせて工夫していました。夏休みの工作づくり

を兼ねているという子やお母さんへのプレゼント

にするという子もいてどの参加者も楽しそうに熱

心に取り組んでくれてあっという間の２時間でし

た。「次、いつ来る？ 明日は来ないの？」という

参加者からの質問は、ちょっとうれしかったです。 

翌８月３日も、轟公民館で「裂き織りでコース

ター作り」でした。こちらは親子参加が多く、大

勢の人たちに伝えるのは少し大変でしたが、大人

の補助のおかげで理解が進み、多くのお子さんが

短時間で２枚仕上げ、達成感あふれる表情を見せ

てくれました。 

８月４日の花園公民館では、緑ヶ丘公民館と同

じく「ホタテ貝のデコパージュ」を行いました。

花園公民館では、敷地内で大賀ハスが栽培されて

いてとても驚きました。地域のボランティアさん

が手入れをしているとことでした。講座では、や

はり貝殻を自宅から持参している子が数人いて、

中でも「これを自由研究にする」という高学年の

女の子がきちんと工程を記録し、自分が制作して

いる姿も写真に撮っていました。公民館講座を夏

休みの自由研究に役立てる子どもは多いと思いま

すが、作品を提出するだけでなく制作工程や主旨

をまとめてくれると思うと、ぜひ完成品を見たい

と思いました。 

今回、どの公民館さんも独自の特色があり、担

当の方がそれぞれ熱心で、伺う楽しさを感じまし

た。このような機会をいただけたこと、当日も、

いろいろと心を砕いてご協力いただけたこと、感

謝でいっぱいです。    （文責：廣田 由紀江）
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IVUSA の印旛沼クリーン大作戦 2022 
 IVUSA（NPO 法人 国際ボランティア学生協

会）の若者たちが、また印旛沼に帰ってきてくれ

ました。前回の 2019 年の活動から 3 年ぶりでし

た。コロナ禍のブランクにより、IVUSA の中で経

験者が少なくなってしまったので、環パとしては

行政関係者などとつないだり、もろもろの相談に

乗るお手伝いをしました。 

 2022 年度に入り、準備が本格的にスタートし

ました。コロナ感染状況が定まらない中で、開催

についての消極的な意見もたくさん出ましたが、

なんとしてでも先輩たちの活動を引き継ぎたいと

いう IVUSA の強い想いにより、一般の参加募集

は行わず規模も抑えて、8 月 28 日～30 日の 3

日間、ついに印旛沼クリーン大作戦 2022 が実現

したのでした。 

 初日の 28 日にはたくさんの OB・OG が駆けつ

けてくれました。先輩たちが先頭に立って駆除作

業を行い、やり方を教えてくれたおかげで、作業

効率がたちまち上がり、2 日目に私が見学に行っ

た時には、素晴らしいチームワークで作業が進め

られていました。 

 心配されたお天気は初日に雨に降られただけで、

予定通りに 3 日間の作業をこなし、当初目標の「5

つの群落の完全駆除」を超えて、下流の 2 つの大

きな群落も除去し、最終的な除去量は、なんと 21

トン（湿重量・計測値）にもなりました！ 

 IVUSA のナガエツルノゲイトウ除去活動は、作

業を通じて地元の人たちと交流することが目的で

す。今回は雨の中でがんばっている IVUSA を見

て、おやつなどを差し入れしてくれた方があって、

IVUSA を喜ばせました。IVUSA は、ナガエ除去

だけではなく、いろいろな活動で地元の人たちと

の交流を通じて、

印旛沼をよくし

ていきたいと望

んでいます。これ

からも IVU SA

と一緒に印旛沼

の活動をひろげ

ていきたいと願

っています。 

   （文責：小倉久子） 

 

「みんな知ってる？ナガエツルノゲイトウと印旛沼」の報告 
まるごといんばぬまプロジェクト 浜田 靖彦 

○日時 令和４年９月１７日(土) 

○場所 

 駆除活動＆水上レク 長門川マリーナ（栄町） 

交流会 牧の原テーブル（印西市） 

○参加者 69 名 

○除去方法：手摘み、E ボート等大型カヌー2 艇

による曳航及び搬送後引揚 

○処理方法：陸上で隔離乾燥後、塵芥車で焼却施

設へ持込 

○所感 

まるごといんばぬまプロジェクトは、「汚い」「危

ない」などネガティブな言葉で発信されることの

多い印旛沼を、「美しい」「楽しい」などポジティ

ブな言葉で発信することにより、その魅力や課題

を広く一般に理解を広げ、水環境の保全や社会的

コストの軽減に繋げたいと考え活動しています。 

今回は、県の「湖沼における外来水生植物防除

事業補助金」を活用し、沼の課題のひとつである

ナガエツルノゲイトウについて、普段関わること

の無い方々に駆除作業を実感いただき、そのあり

方を共に考えていただく契機になることを期待し

て開催しました。この機会に初めて印旛沼のほと

りに来たという参加者も多く、実際は「美しく」「楽

しい」場所であることも伝えられたと思います。 

11/23 にも観察会＆交流会を開催する予定で

す。イベント情報や日ごろの活動は Facebook や

Instagram にて発信しているので御覧ください。 

印旛沼の流域には約 74 万人が住んでいるとさ

れています。印旛沼のことを楽しく発信し、印旛

沼のことを「知らない人」の気付きを引き出して

いきたいと考えています。そして印旛沼のことを

皆が地域の自慢と言ってくれるよう取り組んでい

きます。 

この活動を盛り上げるには印旛沼を愛する地域

の皆さまの御理解と御協力が必要です。お力添え

のほど、どうぞよろしくお願いします。 
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県内の環境保全活動人（団体）紹介 — 65 —            

おききしました！ この人・この団体 

 

 

 

 

 

 

 私たちは、活動を始めて約 10 年となる小さな

任意団体です。『フェアトレード』という言葉、初

めて聞く方もいらっしゃるのではないでしょうか。

私たちは千葉県からフェアトレードのあるライフ

スタイルを広げていこうと、学生や社会人などの

ボランティア数名で活動しています。フェアト 

レードの本来意義や、私たちの取り組みに、関心

を持つきっかけになると嬉しいです。 

突然ですが、今日は何を食べましたか？その食べ

物はどこの国のどんな人がどんな環境で作ったも

のか、わかりますか？食べ物や衣類、エネルギー

など、私たちは衣食住を海外に頼る生活をしてい

ます。その作り手たちは、正当な対価を得て、安

心して働ける環境のもとに、持続可能なものづく

りができているでしょうか。 

私たちは物を通して、貧困や環境などの世界や

地域の社会課題と向き合っています。例えば、今

朝美味しく飲んだコーヒーも、産地では児童労働

や森林伐採などの危険性と隣り合わせかもしれま

せん。私たちはさまざまな国の物が安価に手に入

るようになった一方、見えないところで知らない

うちに社会問題に加担するような生活をしている

のかもしれません。 

こうした状況を危惧した市民が、作り手と直接

顔を合わせて話し合い、貧困や環境問題を解決し

ていく物のやりとりを民衆交易として始めたこと

が、フェアトレードの一つの原点となっています。 

フェアトレードとは、直訳すると公正な貿易です

が、私たち一人一人が作り手の人権や環境を大切

に考えたお買い物をしようという産直運動です。

とくに日本のフェアトレード運動では、途上国産

品だけでなく、オーガニックなど環境に配慮され

た地産地消品や、障

碍を持った人々が働

く福祉作業所の授産

品もローカル・フェ

アトレードとして認

識されています。 

私 た ち フ ェ ア ト 

レードちばでは、世界と日本の地域をともに豊か

にする事例として『ちばフェアトレードコーヒー』

を作りました。ペルー北部の高橋さんの農園のオ

ーガニックなコーヒー豆を、千葉市中央区にある

「れたす」さんに焙煎いただき、同市緑区の障碍

者福祉作業所  「はぁもにぃ」さんに包装して

もらうことで、世界と地域の作り手や環境に配慮

し豊かな未来につなぐコーヒーとなっています。 

ふだん行くスーパーやコンビニで、フェアト 

レードのラベルを探してみませんか。次に、ラベ

ルのない草の根の団体が取り組むフェアトレード

にも耳を傾けてみてください。 

千葉県内でフェアトレードに取り組む団体が集

まりフェアトレードをともに伝える場を作る、そ

れが私たちフェアトレードちばの主な取り組みで

す。毎年 5 月の世界フェアトレード月間にイベン

トを実施してきました。コロナ下、オンライン発

信も積極的に取り入れています。近年は、市民が

主体となり千葉市をフェアトレードタウンにしよ

うという地域活性化運動にもつながっています。 

消費購入の主役である私たち一人一人が「そ 

れって本当にフェア？」

と問いを持ち、世界も地

域もともに楽しく豊か

になる形を探す、そんな

きっかけとなるような

場づくりを私たちフェ

アトレードちばは楽し

く続けていこうと思い

ます。世界も、地域も、

わたしも、ハッピーに。 

 

 

 

 

 

フェアトレードちば 

    HP： https:/ /www.ftchiba.net/  
 

フェアトレードちば お買い物から世界も地域もハッピーに 

代表 成瀬 悠 

フェアトレードフェスタちば 2022

（千葉市 きぼーる） 

６５ 

ちばフェアトレードコーヒー 
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お問い合わせ 

事務局：〒262-0006 千葉市花見川区横戸台 21-13 特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば 

 Tel ： 090-8116-4633  E-mail：info@kanpachiba.com 

ホームページ：https://kanpachiba.com/ 

※会費や会員申し込みなどの情報は上記 ＨＰでご確認ください。 

「特定非営利活動法人 環境パートナーシップちば」 

環境活動の推進と充実を図るため、市民・団体・企業・行政・学校とのパートナーシップのもと、「持続

可能な開発に向けた目標(SDGs)」や「持続可能な開発のための教育(ESD)」の視点を意識して、さらなる

持続可能な社会の実現をめざすことを目的とする。 

運運運営営営会会会議議議報報報告告告 

８月度運営会議 

８月 11 日（木）20:00～22:05 

会場：オンライン（Zoom） 

【報告】 

・だより 146 号 印刷・発送 8/3 

・千葉市公民館講座 

・夏休み親子印旛沼環境教室 7/25→8/24 

・夏休みユースボランティア 53 名の応募 

【協議】 

 ・だより 147 号 

 ・夏休み親子印旛沼環境教室 

 ・エコメッセ 2022in ちば出展 

・印旛沼シンポジウムワークショップ 10/9 

・IVUSA ナガエツルノゲイトウ駆除 8/28 

・定例会 9/8、11 月末、2 月初 

・環境教育ミーティング 2/11～12  他 

９月度運営会議 

９月８日（木）18:00～19:30 

会場：オンライン（Zoom） 

【報告】 

・夏休み親子印旛沼環境教室 
・夏休みユースボランティア 
・エコメッセ 2022in ちば 
・IVUSA ナガエツルノゲイトウ駆除 
・いちはら環境フェスタパネル出展 10/5～12 
・地域異業種交流会 Fun a bridge  9/26 

【協議】 

 ・だより 147 号 
 ・ガールスカウト事業「ココカラ未来へ！ 

地球学校 in ちば」 11/13 
 ・印旛沼シンポジウム運営 10/9 
 ・ふなばしエコカレッジ 9/28、10/12 
 ・定例会 11 月末、2 月初 
 ・SDGs/ESD 公開セミナー 12/4 

  

お知らせ 

「ココカラ未来へ！地球学校 in ちば」で 

SDGs マイスターになろう！！ 

「ココカラ未来へ！地球学校 in ちば」は、体験・発見を通して、SDGs がわか

る体験型イベントです。 

ステージやブースの楽しい教室でいろんな体験をして、地球のために自分がで

きることをみつけたら、だれでも SDGs マイスターになれるよ！ 

さあ、あなたもチャレンジ！ 

 

日時 11 月 13 日（日）10 時〜15 時 

会場 TKP ガーディンシティ千葉  

     千葉市中央区問屋町 1−45 千葉ポートスクエア内 

対象 どなたでも参加できます 

参加費 1,000 円（当日 1,200 円） 

お申込はこちらから   ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒   

 

主催 （一社）ガールスカウト千葉県連盟 

後援 千葉県・千葉県教育委員会・千葉市・千葉市教育委員会 


